
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
平
成
29
年
度
考
古
学
講
座
第
７
回

近
世
都
市
博
多
の
成
立　

　
　
　
　

ー
中
世
と
の
連
続
と
断
絶
ー

福
岡
市
博
物
館　

学
芸
課　

宮
野
弘
樹

は
じ
め
に

一
、
博
多
の
復
興
と
福
岡
城
下
の
建
設

（
１
）
16
世
紀
後
半
以
降
、
荒
廃
す
る
博
多

△
弘
治
３
（
１
５
５
７
）
大
内
氏
滅
亡

△
永
禄
２
（
１
５
５
９
）①
筑
紫
惟
門

△
永
禄
６
（
１
５
６
３
）②

△
天
正
６
（
１
５
７
８
）③
秋
月
氏
・
筑
紫
氏

△
天
正
８
（
１
５
８
０
）④
龍
造
寺
氏

▲
天
正
15
（
１
５
８
６
）⑤
島
津
氏
の
侵
攻
？

　

↓
⑤
は
一
次
史
料
で
は
確
認
で
き
ず

　
　

大
き
な
戦
乱
は
四
度
か
？

（
２
）
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
九
州
平
定
と
太
閤
町
割

【
天
正
14
（
１
５
８
６
）
年
】

△
10
月
24
日　

黒
田
孝
高
の
臣
の
久
野
重
勝
が
博
多
を
実
検

し
復
興
に
着
手
（「
豊
前
覚
書
」「
増
益
家
臣
伝
」）※

算
盤

【
天
正
15
（
１
５
８
７
）
年
】

△
４
月
23
日　

石
田
三
成
ら
、
周
辺
の
大
名
に
町
人
還
住
を

命
じ
る

△
６
月　

秀
吉
、
博
多
津
宛
の
禁
制
を
発
す

△
６
月
18
日　

秀
吉
、
毛
利
輝
元
に
博
多
復
興
を
指
示

（
３
）
小
早
川
期
の
博
多
と
名
島
築
城
・
朝
鮮
出
兵

【
天
正
16
（
１
５
８
８
）
年
】

▲
２
月
25
日　

隆
景
、
名
島
城
築
城
を
開
始
か　
「
宗
湛
日
記
」

【
天
正
17
（
１
５
８
９
）
年
】

△
２
月
20
日　

隆
景
、
神
屋
宗
湛
に
町
屋
敷
の
仕
様
を
指
示

△
11
月
22
日　

隆
景
、
神
屋
宗
湛
・
小
山
田
寿
才
に
名
島
と

博
多
の
屋
敷
普
請
を
指
示

【
天
正
19
（
１
５
９
１
）
年
】

△
閏
正
月
７
日　

隆
景
、
筑
前
へ
下
向
す
る
家
臣
に
「
名
嶋

之
町
ハ
家
一
つ
も
無
御
座
上
、
普
請
衆
彼
是
入
ま
し
り
候
」

と
し
て
宿
泊
場
所
と
し
て
箱
崎
か
博
多
を
す
す
め
る
。

【
天
正
20
（
１
５
９
２
）
年
】

▲
春　

朝
鮮
渡
海
の
途
次
に
博
多
に
立
ち
寄
っ
た
木
下
勝
俊
、

歌
枕
と
し
て
名
高
い
「
袖
の
湊
」
の
現
状
に
落
胆
。

△
７
月
17
日　

朝
鮮
に
渡
海
し
た
隆
景
、
神
屋
宗
湛
に
留
守

中
の
博
多
の
支
配
を
念
入
り
に
行
う
よ
う
指
示
す
る

「
九
州
道
の
記
」

【
文
禄
２
（
１
５
９
３
）
年
】

４
月
９
日　

長
束
正
家
・
石
田
正
澄
、
寺
沢
広
高
に
博
多
に

製
作
依
頼
を
し
た
「
御
門
金
具
」
受
取
に
つ
い
て
知
ら
せ
る①



【
文
禄
３
（
１
５
９
４
）
年
】

△
10
月
１
日　

隆
景
、
家
臣
の
桂
景
種
に
三
原
に
い
る
小
早

川
秀
俊
へ
年
始
の
挨
拶
を
さ
せ
る
た
め
神
屋
宗
湛
・
嶋
井
宗

室
他
博
多
の
年
寄
２
〜
３
名
を
呼
ぶ
よ
う
命
じ
る
。

【
慶
長
３
（
１
５
９
８
）
年
】

△
11
月
３
日　

博
多
津
中
、
石
田
三
成
家
臣
の
八
十
嶋
助
左

衛
門
尉
に
諸
特
権
の
承
認
を
求
め
て
交
渉
す
る

【
慶
長
４
（
１
５
９
９
）
年
】

△
正
月
29
日　

石
田
三
成
、
嶋
井
宗
室
に
内
々
所
望
の
朱
印

状
を
渡
す

△
閏
３
月
９
日　

小
早
川
秀
秋
、
神
屋
宗
湛
に
統
治
の
継
続

性
を
伝
え
る

△
閏
３
月
17
日　

小
早
川
秀
秋
、
家
臣
に
対
し
て
博
多
の
支

配
は
山
口
玄
蕃
の
時
代
と
は
異
な
り
、
先
年
の
朱
印
状
の
通

り
に
行
う
旨
を
伝
え
る
。

（
４
）
黒
田
長
政
の
筑
前
入
国
と
福
岡
城
築
城

【
慶
長
６
（
１
６
０
１
）
年
】

△
５
月
28
日
、
長
政
、
野
口
一
成
・
益
田
宗
清
・
菅
正
利
に

石
材
の
準
備
を
命
じ
る
（『
黒
田
家
文
書
』
第
２
巻
、２
２
０
頁
）

△
７
月
24
日
、　

黒
田
如
水
、
野
口
一
成
・
益
田
宗
清
に
来
月

12
日
か
ら
の
石
垣
構
築
の
予
定
を
伝
え
、
石
の
準
備
を
命
じ

る
（『
黒
田
家
文
書
』
第
２
巻
、
２
１
８
頁
）

△
８
月
12
日
、
如
水
、
重
臣
ら
に
天
守
の
石
垣
構
築
を
命
じ

る
（『
福
岡
県
史　

近
世
史
料
編　

福
岡
藩
初
期
（
下
）』（
以

下
『
初
期
』）、
１
７
１
頁
）

△
８
月
23
日
、
長
政
、
重
臣
ら
に
天
守
南
の
石
垣
の
構
築
を

急
ぐ
よ
う
命
じ
る
（『
初
期
』（
下
）、
１
８
５
頁
）

△
９
月
１
日
、
長
政
、
野
口
一
成
・
益
田
宗
清
に
帰
国
前
に

天
守
台
を
完
成
さ
せ
て
お
く
こ
と
を
命
じ
る
（『
黒
田
家
文
書
』

第
２
巻
、
２
１
９
頁
）

△
９
月
20
日
、
長
政
、
小
早
川
秀
秋
の
先
納
米
を
使
っ
て
畳

２
０
０
０
帖
、
戸
板
１
０
０
０
枚
を
用
意
す
る
よ
う
毛
利
元

辰
に
命
じ
る
（『
初
期
』（
下
）、
４
３
０
頁
）

△
閏
11
月
20
日
、
長
政
、
母
里
正
勝
に
席
田
郡
の
麦
蒔
き
の

状
況
確
認
を
命
じ
、
来
月
中
に
は
「
百
姓
家
家
作
之
材
木
」

の
事
は
望
み
の
山
で
切
ら
せ
る
と
伝
え
る
（『
初
期
』（
上
）、

４
３
２
頁
）

【
慶
長
７
（
１
６
０
２
）
年
】

△
正
月
16
日
、如
水
、連
歌
会
で「
さ
と
は
ふ
く
岡
」と
詠
む（
福

岡
市
博
物
館
蔵
「
黒
田
如
水
夢
想
連
歌
」）

△（
こ
の
頃
）
２
月
15
日
、
長
政
、
黒
田
一
成
に
天
守
の
柱
立

て
を
今
月
中
に
行
う
よ
う
命
じ
る
（『
初
期
』（
下
）、１
８
２
頁
）

△（
こ
の
頃
）
３
月
28
日
、
長
政
、
竹
森
貞
幸
に
、
完
成
し
た

「
博
多
口
門
弐
ツ
并
矢
倉
」
の
「
川
上
へ
い
」
は
ま
ず
は
無
用
、

矢
倉
の
鐘
は
空
誉
に
命
じ
「
白
土
」
で
仕
上
げ
る
こ
と
な
ど

命
じ
る
（『
初
期
（
上
）』、
１
５
８
頁
）

【
慶
長
11
（
１
６
０
６
）
年　

】

△
３
月
〜
６
月
頃　

江
戸
城
普
請

△
７
月
１
日　

長
政
、
竹
森
貞
幸
に
作
事
方
算
用
・
橋
算
用
・

鍛
冶
算
用
担
当
者
の
人
選
へ
の
賛
意
を
示
し
、
台
風
に
よ
る

城
の
破
損
箇
所
の
対
応
を
指
示
す
る
（『
初
期
』（
上
）、
３
８

８
頁
）

△
８
月
15
日　

長
政
、
竹
森
貞
幸
に
台
風
に
よ
る
城
内
の
破

損
箇
所
の
修
理
状
況
の
報
告
を
受
け
、
引
き
続
き
天
守
・
宗

雪
丸
な
ど
の
修
理
を
指
示
す
る
（『
初
期
』（
上
）、
３
９
２
頁
）

△
８
月
23
日
、
長
政
、
竹
森
貞
幸
に
台
風
被
害
に
対
し
て
引

き
続
き
指
示
を
出
し
、
石
堂
橋
の
修
理
は
博
多
町
の
者
に
、

承
天
寺
裏
の
水
損
箇
所
は
徳
永
宗
也
に
さ
せ
る
よ
う
命
じ
る

（『
初
期
』（
上
）、
３
９
５
頁
）
次
頁

【
慶
長
13
（
１
６
０
８
）
年
】

△
５
月
18
日　

長
政
、
麻
生
家
勝
に
「
本
丸
北
角
櫓
脇
西
方

之
屛
」
に
必
要
な
材
木
を
用
意
す
る
よ
う
命
じ
る
（『
初
期
』

（
上
）、
２
５
頁
）

△
７
月
13
日　

長
政
、菅
正
利
に
志
摩
郡
の
百
姓
に
「
か
つ
ら
」

と
「
し
ら
く
ち
」
を
取
っ
て
こ
さ
せ
る
よ
う
命
じ
る
（『
初
期
』

（
上
）、
２
０
２
頁
）　

次
頁

△
11
月
17
日　

長
政
、
母
里
正
勝
・
野
口
一
成
に
、
今
度
の

普
請
中
、
宮
崎
安
尚
・
徳
永
宗
也
が
申
す
と
お
り
、
立
花
山

で
柴
・
か
や
を
博
多
・
福
岡
町
の
者
に
刈
ら
せ
る
よ
う
命
じ

る
（『
初
期
』（
上
）、p462

）

【
慶
長
14
（
１
６
０
９
）
年
】

△
２
月
16
日　

長
政
、
馬
杉
一
正
に
芦
屋
よ
り
材
木
を
積
ん

だ
船
を
17
艘
福
岡
に
廻
す
よ
う
に
命
じ
る
（『
初
期
』（
下
）、

１
３
６
頁
）

②



（
５
）
福
岡
城
下
建
設
に
ま
つ
わ
る
伝
承

○
博
多
中
の
海
〈
今
の
湊
橋
の
川
よ
り
東
へ
通
り
た
る
瀬
入
の
小
川
、
昔
ハ
中
の
海
と
て
大
き
な
る
入
海
也
と
そ
〉
埋
ら
る
ゝ
事

〈
此
時
初
而
埋
り
た
る
に
あ
ら
す
、
博
多
市
町
繁
昌
し
て
人
家
多
く
成
け
る
ま
ゝ
、
次
第
々
々
に
埋
り
し
其
残
り
也
と
そ
〉
慶
長

五
年
正
二
月
の
間
〈
此
時
博
多
市
町
焼
て
広
野
と
成
て
有
し
也
〉
焼
跡
の
土
又
町
人
の
裏
の
土
を
取
て
埋
ら
る
、
奉
行
ハ
桂
主
水
・

三
井
四
郎
左
衛
門
也
、
此
時
湊
橋
も
焼
落
て
無
り
し
を
三
間
余
短
め
て
被
掛
と
也
〈
金
吾
中
納
言
殿
の
時
也
〉

○
同
中
の
海
先
年
の
埋
残
し
の
所
を
埋
さ
せ
ら
れ
町
を
立
ら
れ
湊
橋
も
短
め
て
掛
さ
セ
ら
る
ゝ
事
ハ
慶
長
十
一
年
の
冬
、
黒
田
甲

斐
守
長
政
、
当
国
の
守
と
成
玉
ひ
て
七
年
目
の
事
也
、
其
時
の
奉
行
ハ
寺
田
茂
兵
衛
・
坂
井
六
兵
衛
也
、
家
老
衆
も
度
々
出
て
見

分
也
、
其
時
の
中
の
海
の
残
り
四
五
間
あ
り
〈
今
ハ
町
人
私
に
埋
て
其
形
許
あ
り
と
也
〉、
此
中
の
海
土
居
町
・
西
町
・
呉
服
町
・

東
町
の
中
を
通
り
て
蓮
池
の
寺
の
間
を
通
り
て
比
恵
川
へ
入
る
〈
今
の
本
覚
寺
と
入
定
寺
の
間
也
〉

右
之
書
付
者
博
多
之
住
人
奥
ノ
清
兵
衛
上
候
写
也

今
寛
延
四
年
辛
未
四
月
廿
一
日
書
写
之
者
也

（
聖
福
寺
蔵
「
筑
陽
記
」）

　

①
城
地
の
選
定　

貝
原
益
軒
説

慶
長
五
年
　
黒
田
長
政
公
、
初
て
此
国
を
領
し
給
ひ
、
其
年
十
二
月
入
国
し
、
先
名
島
の
城
に
住
給
ふ
。
名
島

の
城
は
、
天
正
十
五
年
　
豊
臣
秀
吉
公
よ
り
、
此
国
を
小
早
川
隆
景
に
給
り
し
時
、
始
て
築
か
る
。
良
将
の
経

営
せ
る
城
に
て
、
要
害
よ
け
れ
は
、
旧
に
依
て
是
を
居
城
と
し
給
ふ
へ
け
れ
と
も
、
長
政
公
つ
ら
つ
ら
未
然
を

考
へ
給
ひ
、
此
城
境
地
か
た
よ
り
て
城
下
せ
は
き
故
、
乱
世
に
は
よ
ろ
し
け
れ
共
、
世
治
り
て
は
、
久
し
く
国

を
守
る
へ
き
地
に
非
す
と
て
、
其
由
を
　
如
水
公
と
相
議
し
、
別
に
城
郭
に
よ
ろ
し
か
る
へ
き
地
を
処
々
見
そ

な
は
し
、
終
に
那
珂
郡
警
固
村
の
境
内
、
福
崎
と
云
所
に
お
ゐ
て
、
あ
ら
た
に
城
地
を
経
営
し
て
、
山
に
依
て

城
を
築
き
、
堀
を
ほ
り
廻
し
、
郭
を
構
へ
、
要
害
堅
く
し
給
ふ
。
　
　
　
　                                                                      

（『
筑
前
国
続
風
土
記
』
５
６
頁
）

抑
此
村
の
名
を
福
岡
と
号
せ
ら
れ
し
は
、　
長
政
公
先
祖
は
、
江
州
佐
佐
木
の
一
族
た
り
し
か
、
長
政
公
の
曾
祖
父
黒
田
左
近
大

夫
高
政
公
、
故
有
て
備
前
国
邑
久
郡
福
岡
の
里
に
移
り
玉
ふ
。
其
子
下
野
守
重
隆
も
、
福
岡
の
産
也
。
　
長
政
公
其
本
を
思
ひ
出

し
て
、
先
祖
の
住
給
ひ
し
所
の
名
を
用
ひ
て
、
か
く
名
付
玉
ひ
し
と
そ
。
唐
土
の
代
々
の
都
も
名
も
、
多
く
は
其
草
創
の
帝
王
の

初
住
給
ひ
し
所
を
以
て
名
付
た
り
。
是
本
を
お
も
ん
し
初
め
を
わ
す
れ
さ
る
の
意
な
り
。（『

筑
前
国
続
風
土
記
』
５
６
ー
５
７
頁
）

　

②「
博
多
中
の
海
」
の
埋
め
立
て

名
嶋
の
城
ハ
三
方
海
に
て
要
害
よ
し
と
い
へ
と
も
、
境
地
か
た
よ
り
て
城
下
狭
き
故
、
久
し
く
平
ら
ぎ
を
守
る
の
地
に
あ
ら

ず
と
て
、
如
水
・
長
政
城
郭
に
宜
し
き
地
を
察
し
給
ふ
に
、
住
吉
の
里
ハ
博
多
に
近
く
山
に
遠
し
、
其
上
四
方
よ
り
環
り
向

ふ
の
地
に
て
然
る
へ
き
処
な
れ
と
、
平
地
に
し
て
要
害
な
し
。
箱
崎
は
前
に
海
あ
り
。
左
右
に
川
有
て
要
害
よ
し
。
其
上
沙

地
な
れ
ハ
城
を
築
き
堀
を
ほ
り
、
土
功
を
な
す
に
容
易
か
る
へ
し
。
然
共
東
に
多
々
良
川
あ
り
。
西
に
那
珂
川
あ
り
。
若
大

敵
を
う
け
ハ
両
方
の
川
近
く
し
て
水
攻
の
患
あ
り
。
荒
津
の
山
ハ
三
面
ハ
海
に
て
岸
高
し
。
南
一
方
に
堀
を
ほ
ら
バ
よ
き
要

害
な
る
へ
け
れ
と
も
、
独
海
中
に
出
て
陸
地
に
つ
ゝ
け
る
所
只
一
方
に
し
て
、
四
方
よ
り
環
り
向
ふ
の
地
に
あ
ら
さ
れ
ハ
、

是
亦
か
た
よ
り
て
諸
士
を
城
の
四
方
に
居
ら
し
め
、
工
商
を
其
近
辺
に
集
め
て
一
国
を
守
る
の
地
に
あ
ら
す
。
其
上
土
地
か

は
き
て
崩
れ
や
す
く
、
俗
に
所
謂
死
山
と
号
す
る
地
な
れ
ハ
、
城
郭
を
築
く
へ
か
ら
ず
。
名
嶋
よ
り
二
里
坤
（
ひ
つ
じ
さ
る
）

の
方
那
珂
郡
警
固
村
の
近
所
、
福
崎
と
い
ふ
処
、
如
水
・
長
政
の
心
に
叶
ひ
し
故
、
城
地
を
見
立
経
営
し
て
、
山
に
拠
て
城

を
築
き
郭
を
か
ま
へ
、
四
方
に
濠
を
ほ
り
廻
し
、
要
害
を
か
た
く
し
給
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『
新
訂
黒
田
家
譜
』
第
１
巻
、
４
６
２
頁　

太
字
は
朱
筆
・
後
筆
）

　

③「
福
岡
」
と
い
う
地
名
の
由
来

③



日
六
十
月
正
年
七
長
慶

歌
連
之
想
夢

く
ゝ
つ
り
よ
山
　
つ
た
り
と
み
と
れ
か
か
な
末
や
め
む
松

岡
く
ふ
は
と
さ

）
略
下
以
（

）」
歌
連
想
夢
水
如
田
黒
「
蔵
館
物
博
市
岡
福
（

緒
由
の
社
寺
と
自
出
の
人
町
、
二

人
町
の
下
城
岡
福
つ
持
を
歴
経
な
ま
ざ
ま
さ
）
１
（

り
よ
」
志
城
石
「
　

承
伝
う
い
と
住
居
に
多
博
々
代
①

 

室
宗
井
嶋
】
１
【

多
博
り
よ
頃
の
つ
い
「、
氏
原
藤
は
祖
先
／

口
表
に
上
町
口
濱
、」
ず
ら
し
を
事
ふ
い
と
る
す
住
に

13

、
半
間

入
30

。
立
建
を
庵
雲
瑞
、
領
拝
ら
か
吉
秀
を
敷
屋
の
間

湛
宗
屋
神
】
２
【

博
は
貞
寿
の
父
祖
湛
宗
、
氏
原
菅
は
祖
先
／

、
る
め
始
を
掘
採
の
銀
・
金
で
国
諸
後
国
帰
の
ら
か
明
。
産
の
多

口
表
に
側
東
下
町
西

13

入
、
半
間

30

ら
か
吉
秀
を
敷
屋
の
間。

在
滞
が
高
孝
時
城
築
城
岡
福
、
領
拝

仙
祐
屋
神
】
３
【

司
行
年
／

12

、
男
三
の
湛
宗
、
人
１
の
内
の
人

。
中
町
西
は
敷
屋
の
孫
子

也
宗
永
徳
】
４
【

小
市
、」
す
住
に
多
博
々
世
「
は
家
永
徳
／

福
、
司
惣
の
多
博
、
有
蔵
納
収
の
多
博
に
奥
、
敷
屋
に
上
路

。
在
滞
が
政
長
時
城
築
城
岡

衛
兵
藤
奥
】
５
【

司
行
年
／

12

弘
元
は
祖
先
、
人
１
の
内
の
人

間
年

(
)

藤
、
吉
久
丞
部
民
奥
た
し
躍
活
に

伝
に
家
同
、
殺
自
て
し
座
連
に
件
事
門
衛
左
小
藤
伊
は
衛
兵

。
た
れ
が
継
き
引
に
戚
親
は
書
文
古
の
連
関
座
油
宮
崎
筥
の
来

敬
宗
陳
】
６
【

(

香
頂
透

)

、
命
亡
に
多
博
、
官
医
の
元
・
国
中
／

ら
ば
し
、
る
じ
献
を
薬
に
満
義
利
足
、
え
構
に
寺
楽
妙
を
庵
小

。
へ
ど
な
原
田
小
、
都
京
に
後
が
む
住
に
多
博
は
孫
子
く

　承
伝
た
い
で
ん
住
に
多
博
は
に
期
初
世
近
②

門
衛
左
小
藤
伊
】
７
【

門
衛
左
小
代
初
、」
ず
ら
な
詳
自
出
「
／村

柳
青
郡
屋
粕
裏
め
初
は

(

市
賀
古

)

移
に
多
博
ち
の
、
み
住
に

と
賀
大
、
え
構
を
敷
屋
に
側
西
町
口
濱
は
門
衛
左
小
の
子
、
住

て
し
出
輸
に
鮮
朝
を
器
武
ち
の
、
る
め
務
を
用
諸
の
崎
長
に
共

」
庵
雲
望
「
堂
山
開
寺
楽
妙、
る
れ
さ
刑
処、
し
見
露
が
と
こ
た
い

人
二
の
門
衛
左
小
は
社
神
郎
四
万
、
立
建
の
母
の
門
衛
左
小
は

。
る
祀
を
助
之
万
・
郎
四
小
子
の

徳
宗
次
末
】
８
【

を
司
行
年
は
閑
宗
の
子
、
敷
屋
に
中
路
小
市
／

30

は
蔵
平
の
弟
、
る
れ
さ
任
を
等
理
管
の
手
切
来
往
、
め
務
年

１
（
２
和
明
、
る
え
仕
に
側
の
尼
圓
妙
妹
高
孝
は
母
、
官
代
崎
長

。
く
続
代
６
で
階
段
年
）
５
６
７

衛
兵
郎
治
原
川
】
９
【

、
む
住
に
町
口
濱
、
妹
の
徳
宗
次
末
は
母
／

(

茹
釡
に
説
一

で)
。
る
れ
さ
処
に

【
10

清
了
野
中
】

司
行
年
／

12

の
衛
兵
彦
の
子
、
人
１
の
内
の
人

し
落
零
に
代
の
孫
ひ
、
む
住
に
上
町
西
、
娘
の
得
宗
次
末
は
妻

。
す
死
で
後
筑
後
の
そ
、
り
移
へ
府
宰
太【

11

茂
宗
野
勝
】

司
行
年
の
時
国
入
政
長
、
む
住
に
上
町
服
呉
／

12

姻
と
家
屋
神
、
る
め
務
を
司
行
年
も
孫
子
、
人
１
の
内
の
人

。
係
関
戚

 

【
12

味
道
村
尾
】

(

昧?)

司
行
年
／

12

小
馬
対
、
人
１
の
内
の
人

左
甚
、
の
の
も
る
せ
が
継
を
家
に
門
衛
左
甚
弟
、
む
住
に
中
路

。
落
没
は
家
同
後
の
そ
が【

13

室
隆
水
清
】

司
行
年
／

12

家
も
る
す
落
零
、
人
１
の
内
の
人

い
と
人
一
の
党
徒
た
し
殺
を
丸
一
米
は
祖
先
で
伝
俗
、
く
続
は

。
り
あ
も
話
う【

14

有
宗
田
柴
】

司
行
年
／

12

、
む
住
に
路
小
市
、
人
１
の
内
の
人

と
」
し
せ
殺
を
丸
一
米
五
源
田
柴
「
に
謡
俗
、
舅
の
九
宗
賀
大

。
か
祖
先
の
有
宗
は
の
る
あ【

15

善
】

(

前)

清
宗

司
行
年
／

12

須
は
敷
屋
、
人
１
の
内
の
人

連
に
件
事
門
衛
左
小
藤
伊
、
が
ぐ
継
を
司
行
年
も
孫
子
、
町
崎

。
る
れ
さ
刑
処
で
崎
長
て
し
座【

16

喜
道
崎
篠
】

司
行
年
／

12

衛
右
郎
市
の
子
、
人
１
の
内
の
人

な
地
の
接
相
郡
両
良
早
珂
那
、
也
府
国
の
今
　
岡
福
○

、
り
あ
家
民
の
し
こ
す
て
云
と
崎
福
ハ
元
所
此
聞
伝
、
り

此
築
を
城
居
て
れ
ら
国
当
封
公
政
長
氏
田
黒
中
年
長
慶

・
崎
福
、
云
と
山
岡
を
床
城
、
也
府
国
為
是
於
、
ふ
給
地

黒
祖
先
、
云
或
、
り
な
岡
福
号
て
し
略
合
を
名
両
山
岡

住
居
に
岡
福
郡
坂
赤
国
前
備
メ
元
ハ
隆
重
守
野
下
田

夢
瑞
依
説
又
、
也
と
ふ
玉
用
挙
を
名
の
里
旧
茲
因
、
也

云
も
と
之
号

）」
記
陽
筑
「
蔵
寺
福
聖
（

木
杷
郡
座
上
り
な
く
し
貧
後
の
そ
、
が
る
造
を
酒
練
は
で
ま
門村(

市
倉
朝

)

。
る
移
に

【
17

善
宗
木
高
】

諸
は
に
時
の
兵
出
鮮
朝
、
懇
昵
と
高
孝
田
黒
／

。
戚
縁
と
家
次
末
、
家
村
尾
、
家
水
白
、
栄
繁
は
孫【

18

門
衛
右
郎
八
水
白
】

(

心
幽

)

は
敷
屋
、
孫
の
善
宗
木
高
／

右
惣
の
子
、
る
れ
ら
え
与
て
し
と
山
立
を
地
土
の
坪
０
０
０
５

口
表
に
町
鰯
は
門
衛

15

西
東
間

30

年
々
代
、
る
得
を
敷
屋
の
間

。
司
行【

19

春
宗
田
太
】

司
行
年
／

12

釡
屋
芦
は
祖
先
、
人
１
の
内
の
人

誠
そ
こ
騨
飛
生
蒲
の
州
奥
「
も
る
乗
名
と
騨
飛
田
太
は
父
、
師

り
よ
に
き
書
落
う
い
と
」
だ
ひ
百
の
尻
は
騨
飛
の
田
太
、
れ
な

る
あ
、
婿
妹
の
伯
宗
賀
大
は
春
宗
、
す
戻
に
門
衛
左
彦
の
名
本

、
る
せ
さ
死
憤
し
擲
打
に
上
以
要
必
を
伏
山
た
い
働
を
礼
無
時

い
に
多
博
、
後
の
そ
、
絶
断
、
き
続
が
災
変
は
に
家
同
後
の
そ

。
家
る
た
当
に
筋
子
弟
の
こ
は
家
う
い
と
衛
兵
治
田
太
た【

20

衛
兵
惣
島
児
】

光
日
、
路
小
市
↓
崎
箱
↓
前
備
。
屋
冶
鍛
／釿

、
時
の
営
造
宮
照
東

(
)

。
る
せ
か
驚
を
囲
周
て
し
を
夫
工
に
う
よ
い

　承
伝
る
わ
関
と
等
氏
田
原
、
氏
内
大
、
氏
友
大
③【

21

九
宗
賀
大
】

豊
て
し
と
臣
家
の
友
大
は
祖
先
、
神
大
姓
本
／

礼
牟
栂
国
後

(

れ
む
が
と

)

城(

市
伯
佐

)

甚
後
の
そ
、
る
守
を

好
信
郎
四

(

九
宗

)

を
士
、
ば
れ
け
り
な
く
し
乏
産
家
「、
時
の

津
中
、
す
な
を
財
し
を
易
貿
と
明
は
九
宗
、」
り
れ
な
と
商
て
捨

）
７
４
６
１
（
４
保
正
が
伯
宗
の
子
、
立
建
を
庵
住
幻
、
む
住

代
永
で
力
協
る
す
対
に
航
来
船
ル
ガ
ト
ル
ポ
の
へ
崎
長
の
年

50

。
る
れ
ら
え
与
を
持
扶
人【

22

轍
道
原
】

兄
、
信
隆
山
珠
宝
の
臣
家
友
大
は
父
／
）
哲
道
（

良
種
原
は

(

騎
四
十
二
田
黒

)

遁
を
士
武
や
に
故
る
な
か
い
「、

寄
年
多
博
」
り
な
と
家
商
て
れ

16

郡
賀
遠
は
孫
子
、
人
１
の
人

村
木
吉

(

町
垣
岡

)

。
屋
庄
の

【
23

悦
宗
田
鶴
】

野
川
大
国
前
肥
は
祖
先
／

(

市
里
万
伊

)

屋
岩

博
が
臣
家
の
寺
造
龍
、
臣
家
寺
造
龍
↓
友
大、
行
守

田
鶴
主

城

越
前

。
身
出
の
家
同
は
反
自
田
鶴
・
者
著
の

【
24

重
祐
藤
伊
】

(

巴
宗

)

城
屋
岩
は
務
中
藤
伊
父
祖
／

(

宰
太

市
府

)

戦
が
族
一
で
い
戦
の
城
屋
岩
、
臣
家
の
種
鑑
橋
高
主
城
の

へ
月
秋
、
後
の
そ
、
る
な
と
臣
家
で
と
こ
う
い
と
」
ば
れ
な
孫

之
忠
り
戻
へ
岡
福
め
た
た
し
嘩
喧
々
度
と
門
衛
右
平
堀
も
く
行

妨
の
之
忠
、
が
た
け
受
を
い
誘
ら
か
藩
川
柳
に
後
、
る
え
仕
に

隠
、
る
め
始
を
屋
酒
で
町
匠
鷹
多
博
、
り
ま
窮
退
進
り
よ
に
害

ト
と
人
町
の
岡
福
、
張
主
を
興
再
の
子
囃
松
め
改
と
巴
宗
後
居

孫
子
、
る
え
終
を
事
行
事
無
て
え
携
を
刀
薙
も
る
な
に
ル
ブ
ラ

は
重
行
主
当
の
頃
保
享
、
え
栄
も

37

。
た
め
務
を
司
行
年
も
年

【
25

家
崎
山
】

た
来
へ
防
周
が
稙
義
利
足
、
氏
源
津
摂
は
祖
先
／

後
絶
断
家
内
大
、
る
え
仕
に
氏
内
大
後
の
そ
、
う
随
き
付
に
時

住
に
中
路
小
馬
対
後
割
町
閤
太
、
る
す
住
移
に
多
博
ら
か
口
山

、
す
号
と
」
屋
亀
「
み

19

藤
の
末
幕
と
衛
兵
藤
・
主
当
の
紀
世

。
名
著
が
郎
四【

26

意
紹
原
上
】

司
行
年
／

12

城
祖
高
は
祖
先
、
人
１
の
内
の
人

(

市
島
糸

)

、
が
る
め
務
を
司
行
年
で
ま
孫
、
臣
家
の
氏
田
原
主
城

。
る
移
へ
村
間
野
し
落
零
に
後
家
大
の
禄
元【

27

家
野
磯
】

利
足
は
祖
先
、
村
野
磯
郡
香
伊
国
江
近
は
身
出
／

姓
野
磯
、
せ
寄
を
身
に
元
の
氏
中
田
・
臣
家
の
氏
田
原
て
き
て

事
師
に
門
衛
左
藤
野
藤
・
師
物
鋳
の
府
宰
太
後
の
そ
、
す
復
に

避
を
乱
戦
後
の
そ
、
る
め
始
を
屋
物
鋳
で
路
小
屋
金
の
多
博
し

口
表
に
町
居
土
り
戻
へ
多
博
後
割
町
閤
太
、
り
戻
へ
祖
高
、
け

と
ら
藤
柴
は
で
原
島
、
る
す
興
再
を
職
家
て
得
を
敷
屋
の
間
７

。
る
め
務
を
役
作
製
弾
砲
に
共【

28

家
戸
瀬
】

乱
戦
、
が
る
え
仕
に
氏
田
原
主
城
祖
高
は
祖
先
／

釡
「、
る
す
と
業
家
を
鉄
鋳
て
し
住
移
に
町
居
土
の
多
博
け
避
を

。
屋
問
鉄
、」
惣【

29

家
田
太
】

村
守
木
郡
賀
遠
は
蔵
清
代
初
／

(

町
賀
遠

)

、
身
出

18

、
る
す
栄
繁
も
孫
子
、
し
成
を
財
で
ど
な
屋
油
、
屋
魚
は
蔵
清
、
る

き
て
出
に
多
博
に
期
初
世
近
、
り
あ
が
係
関
と
氏
田
原
は
祖
先

。
り
あ
も
説
う
い
と
た【

30

家
田
富
】

の
麺
索
で
国
中
、
食
喝
の
寺
福
聖
は
庵
菊
祖
元
／

は
父
の
庵
菊
。
る
め
務
を
用
御
上
献
戸
江
々
代
。
ぶ
学
を
法
製

云
と
臣
家
の
氏
田
原
う
い
と
前
備
田
富

/(

述
記
の
他

)

は
祖
先

久
茂
、
る
え
仕
に
氏
田
原
、
り
下

(

没
７
９
５
１

)

素
り
渡
に
明

④



麺
の
製
法
を
学
び
博
多
で
製
す
、
以
後
黒
田
家
か
ら
幕
府
に
献

上
す
る
素
麺
を
製
す
。

【
31
】
竹
若
惣
右
衛
門(

組
紐)

／
筑
紫
氏
の
末
子
、
秀
吉
に
下

緒
を
献
上
、
一
族
が
い
た
場
所
が
「
竹
若
番
」
と
な
る
、
長
政

入
国
時
に7

人
扶
持
。

【
32
】
松
永
家
／
先
祖
は
松
永
久
秀
、
久
秀
没
後
、
そ
の
子
彦
兵

衛
は
乳
母
に
抱
か
れ
て
博
多
へ
遁
れ
、
成
長
後
、
石
堂
町
に
住

み
質
屋
を
初
め
る
、
そ
の
後
店
屋
町
下
に
移
住
、
代
々
年
行
司

を
務
め
る
、
町
人
学
者
の
子
登
が
有
名
。

【
33
】
柴
藤
兼
俊
／
出
身
は
播
磨
国
、
父
は
柴
田
監
物
と
い
い
柴

田
勝
家
の
一
族
、
秀
吉
を
恐
れ
て
筑
前
に
下
り
姪
浜
に
住
む
、

兼
俊
の
子
・
兼
末
が
博
多
で
商
家
と
な
る
、
そ
の
子
兼
繁
が
西

町
下
で
鍛
冶
屋
と
な
る
、(

釡
屋
番
の
起
源)

島
原
の
乱
で
は
砲

弾
を
製
作
す
る
。

【
34
】
高
原
五
郎
七
／
濱
口
町
下
に
屋
敷
、
元
は
福
島
正
則
の
家

臣
と
い
う
伝
承
、用
心
深
い
、木
砲
を
開
発
し
て
大
坂
城
に
籠
城
、

他
に
各
地
に
焼
き
も
の
を
伝
え
た
と
か
、
朝
鮮
出
身
と
か
、
島

原
の
乱
で
も
木
銃
を
開
発
し
て
活
躍
し
た
と
か
様
々
な
伝
承
が

あ
る
「
其
子
孫
博
多
に
も
残
れ
り
」。

④
播
磨
国
、
黒
田
氏
に
関
わ
る
伝
承

【
35
】
吉
田
宗
富(

善
三
郎)

／
先
祖
は
播
磨
国
摩
耶(

ま
や)

城

(

神
戸
市)

の
城
主
・
佐
用
中
務
、
天
正
の
頃
落
城
し
て
討
死
、

妻
が
兵
庫
に
逃
れ
吉
田
家
と
い
う
捻
金(

ね
じ
か
ね)

屋
の
元
に

身
を
寄
せ
る
、
そ
の
後
、
吉
田
家
は
小
寺
家
に
仕
え
、
黒
田
孝

高
の
恩
顧
を
蒙
る
、
そ
の
後
黒
田
家
に
従
い
中
津
へ
下
り
、
筑

前
入
国
時
に
市
小
路
下
に
表
口13

間
の
屋
敷
を
与
え
ら
れ
、
年

行
司12

人
の
内
の1

人
と
な
る
、
子
の
宗
寿
は
長
政
の
命
で
大

坂
城
に
煙
草
屋
と
な
っ
て
忍
び
込
む
。

【
36
】
内
海
家
／
先
祖
は
播
磨
国
姫
路
出
身
、2

代
太
郎
兵
衛
が

中
津
で
黒
田
孝
高
に
仕
え
る
、
の
ち
筑
前
へ
や
っ
て
き
て
長
政

か
ら200

石
拝
領
、
そ
の
後
帰
農
し
御
笠
郡
観
世
音
寺
村
へ
住

む
、5

代
仁
右
衛
門
が
絵
師
と
し
て
黒
田
家
に
仕
え
る
が
の
ち
に

浪
人
と
な
り
、7

代
安
右
衛
門
か
ら
呉
服
町
で
商
家
と
な
る
、

10

代
蘭
渓
が
著
名
。

【
37
】
白
土
屋
与
六
／
播
磨
↓
竪
町
、
先
祖
は
黒
田
家
家
臣
の
安

武
善
右
衛
門
、
福
岡
城
築
城
の
際
に
朝
鮮
人
か
ら
得
た
知
識
で

蛤
の
殻
を
焼
き
石
灰
の
代
わ
り
と
し
て
壁
を
塗
る
。

【
38
】
津
田
家
／
播
磨
出
身
の
武
士
、
戦
乱
を
逃
れ
て
医
者
と
な

り
、
博
多
聖
福
寺
前
町
に
住
み
「
回
生
丹
」
と
い
う
薬
を
売
る
。

【
39
】
信
國
正
包
／
濱
口
町
、
享
保
期
将
軍
の
御
前
で
作
刀
。
鎺

下
へ
の
葵
紋
使
用
御
免
。
士
分(

城
代
組)

。
先
祖
は
京
都
、
そ

の
後
豊
前
宇
佐
、
大
友
氏
に
攻
め
ら
れ
流
浪
。
黒
田
孝
高
が
召

し
抱
え
、
長
政
が
筑
前
に
連
れ
て
く
る
。

【
40
】
井
上
助
右
衛
門
／
金
屋
小
路
、
長
政
が
豊
前
か
ら
筑
前
へ

連
れ
て
く
る
。
鍛
冶
職
人
と
し
て
戦
陣
、
築
城
に
従
う
。
子
孫

は
鍛
冶
職
を
辞
め
た
が
屋
敷
間
口
は
４
間
で
課
役
免
許
。

【
41
】
船
大
工
茂
兵
衛
／
先
祖
は
大
隅
茂
右
衛
門
と
い
い
播
磨
国

の
船
大
工
棟
梁
、
孝
高
・
長
政
を
慕
っ
て
博
多
へ
や
っ
て
く
る
。

【
42
】
三
木
順
応
／
古
門
戸
町
、
黒
田
家
先
祖
伝
来
の
目
薬
「
珍

珠
膏
」
を
扱
う
、
播
磨
出
身
で
長
政
が
招
く
。

【
43
】
正
木
宗
七
／
瓦
町
、
播
州
出
身
、
七
輪
、
植
木
鉢
、
素
焼

人
形
な
ど
。

（
２
）
福
岡
藩
が
調
査
し
た
城
下
住
人
の
出
自　

「
郡
町
之
者
由
来
書
」（『
福
岡
藩
分
限
帳
集
成
』
収
録
、
享
保
17

（
１
７
３
２
）
年
の
調
査
）
と
「
長
政
公
御
入
国
ゟ
二
百
年
町
家

由
緒
記
」（
福
岡
県
立
図
書
館
蔵
「
県
史
編
纂
資
料
」
４
２
７
、

寛
政
11
〜
12
（
１
７
９
９
ー
１
８
０
０
）
年
の
調
査
）
と
『
筑

前
国
続
風
土
記
拾
遺
』（
天
保
８
（
１
８
３
７
）
年
頃
成
立
）
に

登
場
す
る
「
由
緒
」
あ
る
住
民
。
既
出
は
除
く
。

①
地
縁
に
関
係
な
く
黒
田
氏
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
家

【
44
】
榎
並
屋
次
郎
左
衛
門
（
鉄
砲
）
／
摂
津
国
堺
の
出
身
、
長

政
の
代
に
70
人
扶
持
拝
領
。

【
45
】
春
田
次
兵
衛
（
具
足
）
／
山
城
国
伏
見
出
身
、
長
政
が
召

し
出
し
10
人
扶
持
を
与
え
る
。

【
46
】
具
足
屋
源
助
／
京
都
出
身
、
長
政
に
呼
ば
れ
慶
長
７
（
１

６
０
２
）
年
７
月
に
筑
前
へ
移
住
。
10
人
扶
持
拝
領
し
、
代
々

藩
主
の
具
足
御
用
を
務
め
る
。

【
47
】
弓
屋
九
郎
左
衛
門
／
大
坂
平
野
町
出
身
、
長
政
よ
り
10
人

扶
持
拝
領
。

【
48
】
象
眼
屋
新
三
郎
／
京
都
出
身
、
長
政
が
召
し
出
し
10
人
扶

持
を
与
え
る
。

【
49
】
山
村
三
右
衛
門
（
花
壇
）
／
京
都
安
南
小
路
で
謡
の
師
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
長
政
に
呼
ば
れ
筑
前
へ
や
っ
て
く
る
。
椿
屋

と
改
め
７
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
、
御
花
御
用
を
務
め
る
。

②
黒
田
氏
ゆ
か
り
の
地
（
播
磨
・
豊
前
・
筑
前
）
出
身
で
召
し

抱
え
ら
れ
た
家

【
50
】
信
國
助
左
衛
門
吉
貞
（
刀
工
）
／
豊
前
国
出
身
、
長
政
か

ら
筑
前
に
呼
ば
れ
慶
長
５（
１
６
０
０
）年
12
月
に
や
っ
て
く
る
、

博
多
浜
口
町
に
居
住
、
３
０
０
石
と
引
越
料
60
石
拝
領
。

【
51
】
市
木
（
一
鬼
）
清
兵
衛
（
鉄
砲
）
／
武
田
信
玄
家
来
井
上

新
左
衛
門
子
孫
。
播
磨
国
明
石
に
住
み
、
鉄
砲
地
張
細
工
を
し

て
い
た
と
こ
ろ
黒
田
氏
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
中
津
、
筑
前
と
長

政
に
従
い
、
長
政
か
ら
70
人
扶
持
と
表
口
17
間
の
屋
敷
を
拝
領
。

【
52
】
金
具
屋
治
右
衛
門
／
播
磨
国
出
身
、
長
政
の
代
に
中
津
へ

呼
ば
れ
筑
前
入
国
時
に
70
人
扶
持
拝
領
。

【
53
】
柄
巻
屋
清
兵
衛
／
播
磨
国
出
身
、
長
政
が
播
磨
か
ら
連
れ

て
き
て
10
人
扶
持
を
与
え
る
。

【
54
】
守
次
利
英
（
刀
工
）
／
表
粕
屋
郡
箱
崎
村
出
身
、
長
政
が

召
し
出
し
鍛
冶
町
に
住
み
４
人
扶
持
拝
領
。

【
55
】
松
村
徳
右
衛
門
（
金
物
細
工
）
／
豊
前
国
中
津
出
身
、
筑

前
に
も
呼
ば
れ
、
如
水
の
合
子
形
兜
、
長
政
の
一
の
谷
形
兜
の

細
工
を
命
じ
ら
れ
る
、
３
人
扶
持
。

【
56
】
鈴
木
作
兵
衛
利
重
／
京
都
出
生
、
長
政
に
呼
ば
れ
播
磨
か

ら
筑
前
へ
下
る
。
福
岡
西
職
人
町
に
３
間
口
の
屋
敷
と
３
人
扶

持
を
拝
領
し
「
御
鳥
毛
の
御
鑓
」
ほ
か
武
器
の
細
工
を
務
め
る
。

【
57
】
万
細
工
屋
八
郎
右
衛
門
／
播
磨
国
出
身
、
筑
前
に
呼
ば
れ

「
御
鳥
毛
御
用
」
を
務
め
る
。
３
人
扶
持
拝
領
。

【
58
】
栗
原
与
三
右
衛
門
（
外
聞
）
／
播
磨
国
御
着
出
身
。
当
初
、

如
水
の
命
で
「
近
国
外
聞
（
と
ぎ
き
）」
を
務
め
、
そ
の
功
で
穀

物
運
上
支
配
を
命
じ
ら
れ
る
。

【
59
】
桶
屋
助
太
夫
／
播
磨
国
出
身
、
桶
細
工
職
人
と
し
て
筑
前

へ
呼
ば
れ
、
一
箇
年
に
銀
１
貫
目
を
拝
領
。

【
60
】
小
林
杢
左
衛
門
（
白
金
細
工
）
／
播
磨
国
出
身
、
如
水
が

召
し
出
し
中
津
、
筑
前
と
従
う
。

【
61
】
十
一
屋
市
郎
兵
衛
／
播
磨
国
出
身
、
呉
服
屋
を
し
て
い
た

が
長
政
に
呼
ば
れ
福
岡
呉
服
町
に
移
住
。

【
62
】
今
井
家
／
代
々
博
多
祇
園
町
下
に
居
住
、
九
郎
右
衛
門
・

九
右
衛
門
・
九
兵
衛
の
兄
弟
に
長
政
か
ら
年
始
具
足
飾
の
「
御

土
器
御
用
」
を
命
じ
ら
れ
る
。

③
黒
田
氏
か
ら
招
か
れ
た
と
は
明
確
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
家

【
63
】
池
田
藤
兵
衛
（
塗
師
）
／
播
磨
国
出
身
、
慶
長
年
間
に
筑

前
へ
来
る
、
長
政
か
ら
10
人
扶
持
拝
領
。

【
64
】
切
付
屋
太
兵
衛
（
革
細
工
）
／
播
磨
国
出
身
で
中
津
を
経

て
筑
前
ま
で
供
と
し
て
付
き
従
っ
て
き
た
。
博
多
魚
町
中
に
居

住
。
先
祖
は
信
長
家
臣
の
丹
羽
氏
と
の
伝
承
。

【
65
】
檜
物
師
甚
左
衛
門
／
播
磨
国
出
身
、
中
津
、
筑
前
と
黒
田

氏
に
従
う
。
長
政
誕
生
時
に
胞
衣
桶
を
献
上
、
以
後
吉
例
と
し

て
代
々
献
上
す
る
。
福
岡
本
町
で
屋
敷
・
米
２
０
０
俵
・
銀
１

貫
目
を
拝
領
、
子
孫
は
八
百
屋
。

【
66
】
万
細
工
屋
孫
兵
衛
／
播
磨
国
出
身
、
福
岡
呉
服
町
に
移
住
、

「
御
馬
印
」
製
作
を
担
当
、
３
人
扶
持
拝
領
。

【
67
】
脇
師
彦
九
郎
／
豊
前
国
中
津
出
身
、
黒
田
家
を
頼
り
筑
前

に
移
住
、
神
事
能
役
者
を
務
め
る
。
一
箇
年
に
銀
２
５
０
目
を

拝
領
。

【
68
】
鎗
師
左
工
助
／
長
政
の
時
代
に
播
磨
よ
り
移
住
、
扶
持
も

拝
領
し
て
い
た
と
い
う
伝
承
。

【
69
】
畳
屋
喜
右
衛
門
／
播
磨
国
出
身
、
畳
屋
棟
梁
役
、
中
名
島

町
に
居
住
、
５
人
扶
持
拝
領
の
伝
承
。

【
70
】
鍬
屋
七
之
助
／
播
磨
国
出
身
、
町
割
り
の
時
に
中
名
島
町

に
移
住
。

【
71
】
菓
子
屋
七
郎
右
衛
門
／
播
磨
国
出
身
、
上
名
島
町
居
住
、

御
菓
子
御
用
を
務
め
る
。

【
72
】
小
嶋
六
兵
衛
／
播
磨
国
出
身
、
福
岡
呉
服
町
に
移
住
、
表

具
御
用
を
務
め
る
。

【
73
】
是
松
次
兵
衛
／
播
磨
国
出
身
、
福
岡
呉
服
町
に
移
住
、
乗

物
細
工
を
務
め
る
。

【
74
】
大
工
次
郎
兵
衛
／
播
磨
国
出
身
、
福
岡
新
大
工
町
に
移
住
。

子
は
東
照
宮
や
紅
葉
八
幡
宮
の
造
営
に
関
わ
る
。

【
75
】
請
物
屋
源
右
衛
門
／
播
磨
国
出
身
、
中
津
、
筑
前
と
黒
田

氏
に
従
い
、
唐
人
町
に
居
住
。

【
76
】
白
銀
屋
新
七
／
播
磨
国
出
身
、
博
多
掛
町
↓
川
口
町
へ
移

住
、「
年
月
永
」
の
３
字
の
印
判
を
預
か
り
、「
御
通
用
之
判
座
」

を
務
め
る
。

【
77
】
衣
笠
養
囿
（
医
者
）
／
播
磨
国
出
身
、
父
は
黒
田
二
十
四

騎
の
一
人
・
衣
笠
因
幡
、
中
間
町
に
居
住

【
78
】
山
崎
権
右
衛
門
（
瓦
師
）
／
播
磨
国
出
身
、
瓦
師
、
長
政

の
筑
前
入
国
の
供
と
し
て
博
多
瓦
町
に
移
住
、「
御
用
御
瓦
」
仕

立
て
を
務
め
る
。

【
79
】
久
次
（
蝋
燭
）
／
播
磨
国
出
身
、
博
多
小
山
町
上
に
移
住
。

蝋
燭
御
用
を
務
め
る
。

【
80
】
望
月
孫
右
衛
門
（
染
工
）
／
播
磨
国
出
身
、
薬
院
紺
屋
町⑤



に
移
住
。

【
81
】
石
橋
次
左
衛
門
／
長
政
の
時
代
に
名
島
よ
り
移
住
、
地
所

を
拝
領
し
た
と
い
う
伝
承
。

④
元
々
は
他
家
に
仕
え
て
い
た
武
士　

【
82
】
深
川
次
郎
兵
衛
／
小
早
川
秀
秋
の
臣
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で

討
死
。
そ
の
子
は
宗
像
郡
上
西
郷
で
農
民
と
な
る
が
享
保8

年

に
福
岡
本
町
に
移
住
し
唐
物
屋
を
営
む
。

【
83
】
桜
田
屋
伝
右
衛
門
／
先
祖
は
豊
前
国
馬
ヶ
岳
城
主
・
長
野

三
郎
左
衛
門
、
天
正
の
頃
秀
吉
に
従
い
そ
の
後
小
早
川
隆
景
に

仕
え
る
が
、
同
家
断
絶
後
筑
前
国
遠
賀
郡
芦
屋
で
農
家
と
な
る
、

そ
の
後
、
黒
田
家
の
江
戸
屋
敷
に
出
仕
、
藩
主
夫
人
よ
り
「
桜

田
屋
」
の
屋
号
を
拝
領
、
元
文
年
間
に
新
川
端
町
上
に
移
住
。

【
84
】
池
家
／
先
祖
は
明
石
道
斉
の
家
臣
・
池
太
郎
右
衛
門
、
寛

政
期
に
は
福
岡
薬
院
町
に
居
住
す
る
米
屋
久
右
衛
門
。

【
85
】
由
比
余
三
郎
／
大
友
宗
麟
の
伯
父
？
慶
長
年
間
に
博
多
橋

口
町
へ
移
住
、
宗
麟
か
ら
手
に
入
れ
た
蘭
奢
待
を
徳
永
宗
也
を

介
し
て
長
政
に
献
上
。
子
孫
は
伏
見
屋
次
郎
七
。

【
86
】
縫
懸
屋
弥
三
兵
衛
（
革
細
工
）
／
も
と
は
大
友
家
の
家
臣
。

長
政
の
代
に
筑
前
へ
や
っ
て
き
て
６
人
扶
持
拝
領
。

●
博
多
居
住
者
は
圧
倒
的
に
筑
前
周
辺
の
出
身
者
が
多
い
が
、

播
磨
・
豊
前
出
身
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
【
35
】
〜
【
43
】

【
50
】【
64
】【
76
】
〜
【
79
】。

●
一
方
、
福
岡
居
住
者
は
播
磨
出
身
が
多
数
、
し
か
し
、
鉄
砲

や
具
足
の
製
造
や
特
殊
な
技
能
を
持
つ
職
人
は
地
縁
に
関
係
な

く
高
禄
で
召
し
抱
え
て
い
る
【
44
】
〜
【
49
】。
こ
れ
ら
の
由
緒

を
見
る
限
り
、
武
器
製
造
と
い
っ
た
専
門
性
の
高
い
職
人
は
黒

田
氏
側
か
ら
積
極
的
に
声
を
掛
け
て
転
居
費
用
を
負
担
す
る
な

ど
し
て
連
れ
て
き
て
い
る
が
【
50
】
〜
【
62
】、
そ
れ
以
外
の
諸

職
人
は
地
縁
を
た
よ
り
に
自
主
的
に
城
下
へ
集
ま
っ
て
い
る
よ

（
３
）
伊
勢
の
御
師
の
記
録
に
み
る
博
多
・
福
岡
の
住
民

【
天
正
14
（
１
５
８
６
）
年
】「
中
国
・
九
州
御
祓
賦
帳
」

「
と
い
の
ま
え
」「
か
な
や
せ
う
し
」「
中
間
丁
」「
つ
な
ば
」「
お

く
と
の
丁
」「
す
さ
き
」「
く
し
た
の
ま
へ
」

「
お
く
と
の
丁
」
以
外
は
近
世
に
も
つ
な
が
る
町
名
。

33
あ
る
人
名
・
寺
院
名
で
は
、
近
世
で
も
活
躍
す
る
神
屋
・
柴

田
姓
が
確
認
さ
れ
、
特
に
「
柴
田
宗
任
」
は
「
十
六
人
年
寄
」

の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
有
力
者
。

【
慶
長
15
（
１
６
１
０
）
年
】「
御
祓
賦
帳
」

「
津
那
庭
」「
中
間
」「
い
し
た
う
」「
蓮
池
」「
立
町
」「
か
な
い

町
」「
は
ま
口
」「
そ
う
し
つ
ま
ち
」「
御
着
所
」「
御
ふ
く
ま
ち
」

「
そ
う
た
ん
ま
ち
」「
万
行
寺
前
ノ
町
」「
北
舟
町
」「
か
な
い
小

路
」「
小
路
町
」「
お
く
の
た
う
」「
市
小
路
」「
は
ま
の
小
路
」「
土

居
の
町
」「
行
の
町
」「
か
け
町
」「
須
崎
町
」「
は
し
口
」

人
名
１
２
１
、
綱
場
町
の
大
賀
一
族
、
浜
口
町
の
柴
田
宗
任
ら

有
力
者
。
福
岡
は
20
人
、
そ
の
内
６
人
が
武
士
と
そ
の
家
族
、

１
人
が
僧
。
名
島
に
も
４
人
の
名
前
、
１
人
は
「
箱
崎
や
与
三

右
衛
門
」
と
あ
り
、
名
島
城
下
に
残
っ
て
い
た
商
人
か
。

（
４
）
領
主
の
統
制
に
よ
る
住
民
の
序
列
の
可
視
化

△
小
早
川
期　

博
多
の
町
家
で
は
屋
根
の
違
い
で
「
分
際
之
者
」

と
そ
れ
以
外
を
区
別
。（
福
岡
市
博
物
館
蔵
「
嶋
井
家
資
料
」
29
）

△
近
世
初
期　

衣
服
規
定
は
財
産
の
有
無
で
区
別

【
寛
文
８
（
１
６
６
８
）
年
３ 

月
14 

日
】

 

一
、
身
体
よ
ろ
し
き
男
、
ひ
の
紬
ま
て
ハ
着
可
仕
候
、
其
外
之

　

も
の
ハ
木
綿
よ
り
外
一
切
着
仕
間
敷
候
事

一
、
乗
物
ニ
乗
申
女
、
ひ
の
紬
迄
者
着
可
仕
候
、
其
外
之
絹
布

　

一
切
着
仕
間
敷
候
、
勿
論
幼
少
之
者
も
右
同
断

　

帷
子
之
儀
ハ
、
ひ
の
つ
む
き
に
相
応
仕
候
を
着
可
仕
候
、
紅

　

粉
入
ぬ
い
薄
は
不
及
申
、
結
構
な
る
帷
子
着
仕
間
敷
候
事

一
、陸
に
て
あ
り
き
申
主
人
之
女
、絹
布
之
類
一
切
着
仕
間
敷
候
、

　

帯
之
儀
ハ
ひ
の
紬
ハ
不
苦
候
、
帷
子
者
右
相
応
之
帷
子
着
可

　

仕
候
事

一
、祝
言
仕
候
と
も
万
事
結
構
不
仕
、身
体
ゟ
う
ち
者
に
可
仕
候
、

　

勿
論
茶
ニ
添
へ
遣
候
着
物
も
、
ひ
の
紬
よ
り
外
、
絹
布
之
類

　

仕
間
敷
候
事

（『
博
多
津
要
録
』
第
１
巻
、
２
６
頁 

）

△
近
世
中
期　

衣
服
規
定
も
徐
々
に
明
確
化

【
享
保
10
（
１
７
２
５
）
年
６ 

月
27 

日
】

両
大
賀
独
礼
以
上
諸
士
同
然
ニ
被
仰
付
置
候
、
夫
ニ
付
衣
類
諸

士
同
様
帯
刀
袴
着
用
之
家
来
召
連
可
申
旨 

御
月
番
六
左
衛
門
殿

被 

仰
渡
候
事

（
福
岡
市
博
物
館
蔵
「
大
賀
家
記
録
」
大
賀
寛
資
料
11
）

△
博
多
よ
り
福
岡
を
優
遇
す
る
施
策
も　

美
観
維
持

【
元
文
５
（
１
７
４
０
）
年
３
月
８
日
】

　
　

町
役
所
定

一
、
六
丁
筋
瓦
葺
白
壁
家
作
修
復
拝
借
銀
并
鳥
野
菜
煮
売
髪
結

　

店
所
定
、
博
多
に
呉
服
店
停
止
、
両
市
中
通
筋
見
分
に
よ
り
、

　

運
上
減
候
事

（『
福
岡
県
史
資
料
』
第
６
輯
、
２
１
４
頁
）

黒
田
家
と
の
近
さ
、
貢
献
の
度
合
い
に
よ
る
住
民
の
序
列
の
再

編
成
、
扶
持
・
格
式
の
附
与　

参
勤
交
代
に
お
け
る
「
松
原
出
」

（
藩
主
の
送
迎
）、
藩
主
法
要
等
へ
の
参
加
資
格　

大
賀
家
を
頂

点
と
す
る
町
人
の
序
列
が
完
成

（
５
）
都
市
祭
礼
に
見
る
町
々
の
役
割
の
違
い

松
囃
子
／
伝
承
で
は
治
承
３
年
（
１
１
７
９
）
に
没
し
た
平

重
盛
の
追
福
の
た
め
に
行
わ
れ
た
と
す
る
の
が
起
源
。
史
料

上
の
初
見
は
文
禄
４
（
１
５
９
５
）
年
の
「
宗
湛
日
記
」。

慶
長
４
（
１
５
９
９
）
年
に
途
絶
え
、寛
永
19
（
１
６
４
３
）

年
に
復
活
し
た
と
さ
れ
る
（『
筑
前
国
続
風
土
記
』
８
０
頁
）。

祇
園
会
／
伝
承
で
は
仁
治
２
（
１
２
４
１
）
年
が
起
源
。
史

料
上
の
初
見
は
康
正
２
（
１
４
５
６
）
年
の
禁
制
。
天
正
３

（
１
５
７
５
）
年
の
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
で
、神
社
跡
に
建
っ

た
教
会
に
祭
礼
の
道
具
を
保
管
し
て
も
ら
う
た
め
に
博
多
の

若
者
が
押
し
掛
け
る
記
述
が
あ
り
、
戦
国
期
も
継
続
し
て
実

施
ヵ
。
近
世
の
初
見
は
寛
文
２
（
１
６
６
２
）
年
（『
石
城
志
』

７
５
頁
）。

近
世
の
博
多
に
は
９
つ
の
流
（
10
町
程
度
で
構
成
さ
れ
る
町

の
集
合
体
）
が
あ
っ
た
が
、
祇
園
会
の
山
笠
と
能
、
松
囃
子

の
三
福
神
・
児
舞
を
仕
立
て
た
の
は
、
東
町
流
・
呉
服
町
流
・

西
町
流
・
土
居
町
流
・
魚
町
流
・
石
堂
流
・
須
崎
流
の
７
流
。

厨
子
流
・
新
町
流
は
祇
園
会
で
は
能
を
見
る
た
め
の
桟
敷
席

を
、
松
囃
子
で
は
厨
子
流
が
児
台
を
引
く
役
、
新
町
流
が
三

福
神
の
跡
巻
を
務
め
た
。
町
の
成
立
時
期
に
よ
る
役
割
の
区

別
。

⑥



（
６
）
寺
社
の
再
興
・
移
転
・
創
建

領
主
と
領
民　

信
仰
の
場
に
お
け
る
連
続
と
非
連
続

小
早
川
期

◆
聖
福
寺
（
臨
済
宗
）
博
多
御
供
所
町
／
建
久
６
（
１
１
９

５
）
年
、栄
西
に
よ
っ
て
建
立
。
天
正
15
（
１
５
８
７
）
年
、

小
早
川
隆
景
が
寺
領
３
０
０
石
寄
付
、
そ
の
後
仏
殿
・
山
門

な
ど
を
再
興
。
秀
秋
の
時
に
１
０
０
石
減
じ
２
０
０
石
を
寄

付
。
長
政
も
先
例
に
依
り
２
０
０
石
を
寄
付
。
塔
頭
は
最
盛

期
に
38
、
18
世
紀
初
期
で
14
。
隆
景
・
黒
田
松
寿
（
如
水
妹

の
子
）
の
位
牌
・
供
養
塔
有
り
。
松
寿
の
葬
儀
で
長
政
と
遺

恨
有
り
。
長
政
の
命
で
建
仁
寺
派
か
ら
妙
心
寺
派
へ
転
派
。

●
筥
崎
八
幡
宮　

糟
屋
郡
箱
崎
村
／
文
禄
３
（
１
５
９
４
）

年
７
月
、
隆
景
が
新
た
に
楼
門
建
立
。
同
４
年
、
秀
吉
が
社

領
５
０
０
石
寄
進
、
慶
長
４
（
１
５
９
９
）
年
、
秀
秋
も
５

０
０
石
、同
６
年
に
は
長
政
も
引
き
続
き
５
０
０
石
を
寄
進
。

同
14
年
８
月
、
長
政
が
石
鳥
居
建
立
。

◆
承
天
寺
（
臨
済
宗
）
博
多
辻
堂
町
上
／
仁
治
３
（
１
２
４

２
）
年
、
宋
人
・
謝
国
明
ら
が
開
基
と
な
り
円
爾
（
聖
一
国

師
）
を
開
山
と
し
て
建
立
。
文
禄
４
年
、
豊
臣
秀
吉
が
寺
領

２
０
０
石
を
寄
付
、
秀
秋
の
時
に
１
０
０
石
減
じ
、
長
政
も

先
例
に
任
せ
１
０
０
石
寄
付
。
塔
頭
は
最
盛
期
で
43
、
18
世

紀
初
期
で
14
。

◆
極
楽
寺
（
浄
土
宗
）
名
島
↓
福
岡
極
楽
寺
町
／
隆
景
が
鞍

手
郡
宮
田
村
極
楽
寺
の
行
明
上
人
に
帰
依
し
、
名
島
に
寺
を

建
立
。
慶
長
６
年
、
長
政
が
福
岡
鍛
冶
町
東
に
移
し
、
寺
名

を
取
っ
て
極
楽
寺
町
と
す
る
。
長
政
三
女
亀
の
菩
提
所
。
二

代
忠
之
が
寺
領
50
石
を
寄
付
。

◆
宗
勝
寺
（
曹
洞
宗
）
粕
屋
郡
下
原
村
／
初
め
は
真
福
寺
と

い
っ
た
が
、
隆
景
の
臣
・
浦
（
乃
美
）
宗
勝
が
再
興
し
た
。

宗
勝
は
文
禄
元
年
に
没
し
、
真
福
寺
に
葬
ら
れ
、
宗
勝
寺
と

改
め
た
。
隆
景
の
時
に
寺
領
２
０
石
寄
付
、
長
政
も
先
例
に

任
せ
２
０
石
寄
付
。「
昔
年
宗
勝
か
末
孫
長
州
よ
り
此
寺
に

使
を
つ
か
は
し
て
遠
忌
を
と
ふ
ら
ひ
、
今
に
寺
領
を
付
置
給

へ
る
事
を
も
謝
し
奉
り
け
る
と
か
や
。」（『
筑
前
国
続
風
土

記
』
４
３
５
頁
）

長
政
期

◆
龍
宮
寺
（
浄
土
宗
）
博
多
小
山
町
／
寺
伝
に
よ
れ
ば
創
建

は
13
世
紀
。
人
魚
伝
説
や
宗
祇
の
滞
在
で
知
ら
れ
る
。
慶
長

５
年
に
播
磨
国
姫
路
出
身
の
本
誉
が
入
寺
し
再
興
。

◆
崇
福
寺
（
臨
済
宗
）
大
宰
府
↓
那
珂
郡
堅
粕
村
／
仁
治
元

年
創
建
。
天
正
14
年
、
島
津
氏
の
岩
屋
城
攻
め
で
焼
亡
。
慶

長
５
年
、
春
屋
宗
園
の
依
願
に
よ
り
長
政
が
博
多
の
東
に
移

転
。
同
６
年
、
寺
領
３
０
０
石
寄
付
。
黒
田
家
の
菩
提
所
と

す
る
。
如
水
、
長
政
他
一
族
の
墓
所
有
り
。

◆
大
通
寺
（
日
蓮
宗
）
福
岡
材
木
町
／
も
と
は
中
津
に
あ
っ

た
。
開
山
の
日
圓
が
長
政
の
跡
を
し
た
っ
て
筑
前
に
や
っ
て

き
て
、
慶
長
６
年
に
寺
地
を
与
え
ら
れ
創
建
。
の
ち
寛
文
11

（
１
６
７
１
）
年
に
西
町
に
移
転
。

◆
徳
栄
寺
（
曹
洞
宗
）
福
岡
大
工
町
／
慶
長
６
年
創
建
。
開

山
の
光
心
は
播
磨
国
飾
東
郡
出
身
。
如
水
・
長
政
を
慕
っ
て

豊
前
、
筑
前
と
従
う
。

●
警
固
神
社　

福
崎
山
上
↓
下
警
固
村
↓
薬
院
町
／
慶
長
６

年
福
岡
城
築
城
に
際
し
下
警
固
村
に
移
転
し
、
慶
長
13
年
薬

院
町
東
の
方
に
移
す
。
神
領
１
０
０
石
。「
社
僧
の
寺
を
中

台
山
遍
照
寺
吉
祥
院
と
号
す
。
開
山
を
尊
秀
法
印
と
い
ふ
。

初
は
長
州
赤
間
関
阿
弥
陀
寺
の
住
持
に
て
、
長
政
豊
前
中
津

を
領
し
給
し
時
よ
り
、
愛
遇
し
給
ひ
し
か
、
此
僧
故
有
て
阿

弥
陀
寺
を
去
て
、
中
津
に
来
り
住
し
、
其
後
長
政
公
筑
前
入

国
の
時
、
又
従
ひ
来
る
。
福
岡
の
城
を
築
き
給
ふ
時
、
此
僧

に
地
鎮
の
祭
を
命
し
た
ま
ふ
。」（『
筑
前
国
続
風
土
記
』
６

３
頁
）

●
住
吉
神
社　

那
珂
郡
住
吉
村
／
「
慶
長
五
年
、
長
政
君
入

国
の
初
ま
て
は
、わ
つ
か
な
る
仮
殿
に
お
は
し
ま
し
け
る
を
、

薬
院
吉
祥
院
の
開
山
尊
秀
法
印
に
命
し
、
白
銀
二
千
両
、
材

木
多
く
給
は
り
て
、
神
殿
を
新
た
に
建
立
せ
ら
る
」（『
筑
前

国
続
風
土
記
』
１
０
８
頁
）

◆
安
国
寺
（
曹
洞
宗
）
福
岡
材
木
町
／
も
と
は
中
津
に
あ
っ

た
。
住
持
の
天
翁
は
長
政
に
従
っ
て
朝
鮮
に
渡
海
。
長
政
の

筑
前
入
国
後
、
跡
を
し
た
っ
て
来
福
。
長
政
が
寺
領
３
０
０

石
を
寄
付
し
よ
う
と
し
た
が
固
辞
。

◆
正
法
寺
（
浄
土
真
宗
）
福
岡
簀
子
町
／
開
山
の
林
華
は
播

磨
国
揖
東
郡
の
出
身
。
天
正
年
中
、
孝
高
を
慕
い
豊
前
に
至

り
、
長
政
の
筑
前
入
国
に
も
従
う
。

◆
妙
楽
寺
（
臨
済
宗
）
博
多
御
供
所
町
／
貞
和
２
（
１
３
４

６
）
年
創
建
ヵ
。
当
初
は
浜
手
の
妙
楽
寺
前
町
に
あ
り
。
か

つ
て
は
子
院
27
ヶ
寺
あ
る
も
、
天
正
年
間
（
１
５
７
３
ー
９

２
）
兵
火
に
よ
っ
て
焼
亡
。
慶
長
７
年
、
長
政
が
聖
福
寺
の

境
内
を
割
か
せ
て
現
在
地
に
移
転
。
三
代
光
之
よ
り
田
畠
６

町
、
四
代
綱
政
よ
り
寺
領
３
０
石
余
寄
付
。
神
屋
宗
湛
、
伊

藤
小
左
衛
門
ら
の
墓
所
有
り
。

◆
円
応
寺
（
浄
土
宗
）
福
岡
簀
子
町
／
慶
長
７
年
創
建
。
開

山
の
見
道
は
播
磨
国
赤
穂
出
身
。
姫
路
心
光
寺
二
世
住
持
。

小
倉
・
円
応
寺
、
中
津
・
円
応
寺
、
唐
津
・
教
安
寺
の
開
山

で
も
あ
る
。
寛
永
５
（
１
６
２
８
）
年
、
二
代
忠
之
が
寺
領

１
０
０
石
を
寄
付
。

◆
萬
行
寺
（
浄
土
真
宗
）
博
多
萬
行
寺
前
町
↓
祇
園
町
下
／

享
禄
２
（
１
５
２
９
）
年
創
建
。
慶
長
７
年
、
本
願
寺
が
東

西
に
分
割
さ
れ
た
際
に
長
政
の
命
で
筑
前
国
は
西
本
願
寺
派

と
な
り
、
同
派
の
触
頭
に
任
じ
ら
れ
た
。
末
寺
は
筑
前
国
に

71
、
肥
前
国
五
島
に
３
。

◆
妙
行
寺
（
天
台
宗
↓
浄
土
真
宗
）
博
多
川
口
町
／
寺
伝
で

は
文
明
５
（
１
４
７
３
）
年
創
建
。
明
応
頃
（
１
４
９
２
ー

１
５
０
１
）
頃
に
浄
土
真
宗
に
改
宗
。
天
正
年
間
に
焼
亡
。

本
願
寺
が
東
西
に
分
割
さ
れ
た
際
に
住
職
が
上
京
し
て
お

り
、
東
本
願
寺
派
に
属
す
こ
と
に
な
り
、
筑
前
国
の
東
本
願

寺
派
30
ヶ
寺
の
触
頭
に
任
じ
ら
れ
た
。

◆
勝
立
寺
（
日
蓮
宗
）
福
岡
橋
口
町
／
慶
長
８
年
創
建
。
場

所
は
教
会
の
跡
地
。
開
山
は
博
多
妙
典
寺
で
キ
リ
シ
タ
ン
と

の
宗
論
に
勝
っ
た
日
忠
。

◆
少
林
寺
（
浄
土
宗
）
福
岡
材
木
町
／
遠
江
国
天
龍
川
で
恵

順
和
尚
が
長
政
の
船
に
呼
ば
れ
て
対
談
。
慶
長
８
年
、
筑
前

に
下
り
、
寺
地
を
与
え
ら
れ
同
９
年
に
仏
殿
を
建
立
。
長
政

夫
人
の
菩
提
所
と
な
り
、二
代
忠
之
が
寺
領
１
０
０
石
寄
付
。

◆
浄
念
寺
（
浄
土
宗
）
福
岡
大
工
町
／
開
山
の
舜
道
は
原
田

氏
の
一
族
、
没
落
後
、
中
津
合
元
寺
の
開
山
空
誉
に
師
事
。

天
正
末
よ
り
筑
前
国
裏
粕
屋
郡
新
宮
浦
の
西
念
寺
住
職
。
長

政
の
筑
前
入
国
後
、空
誉
が
智
福
寺
の
住
持
と
な
っ
た
の
で
、

舜
道
も
福
岡
で
寺
地
を
願
う
。
慶
長
９
年
、
本
堂
落
成
。

●
鳥
飼
八
幡
宮　

早
良
郡
鳥
飼
村
↓
西
町
／
長
政
の
別
邸
を

建
て
る
た
め
慶
長
13
年
に
西
町
に
移
転
。
二
代
忠
之
が
神
領

20
石
寄
進
。

●
水
鏡
天
満
宮　

那
珂
郡
庄
村
↓
福
岡
橋
口
町
／
慶
長
17

年
、
長
政
に
よ
り
移
転
。

◆
大
長
寺
（
浄
土
宗
）
福
岡
東
職
人
町
／
開
山
の
團
空
は
播

磨
国
出
身
。
團
空
は
文
禄
の
役
に
如
水
・
長
政
に
従
軍
し
渡

海
。
長
政
の
筑
前
入
国
に
も
従
う
。
大
長
寺
は
初
め
正
岸
寺

と
称
し
、
如
水
弟
の
養
心
利
則
が
父
職
隆
の
菩
提
所
と
し
て

那
珂
郡
一
ノ
瀬
村
に
創
建
。
元
和
３
（
１
６
１
７
）
年
、
城

下
に
移
転
し
大
長
寺
と
な
る
。

◆
入
定
寺
（
真
言
宗
）
博
多
蓮
池
町
／
初
め
は
住
持
も
い
な

い
草
庵
。
開
山
は
長
政
家
臣
・
黒
田
一
成
伯
父
の
圓
心
。
圓

心
は
駿
河
国
唯
心
院
の
住
持
で
あ
っ
た
が
、
長
政
の
筑
前
入

国
後
、博
多
に
や
っ
て
き
て
こ
の
草
庵
で
慶
長
13
年
に
入
定
。

長
政
に
よ
り
こ
の
場
所
に
仏
堂
が
建
て
ら
れ
元
和
７
年
成

就
。
入
定
寺
と
号
す
。
忠
之
よ
り
毎
月
１
石
の
米
を
寄
付
。

忠
之
期　

◆
明
光
寺
（
曹
洞
宗
）
博
多
東
町
上
／
寺
伝
に
よ
れ
ば
創
建

は
永
徳
年
中
（
１
３
８
１
ー
８
４
）。
そ
の
後
荒
廃
す
る
が
、

寛
永
５
年
、
14
世
宗
誕
が
長
政
正
室
・
大
凉
院
の
帰
依
を
得

て
再
興
。
忠
之
よ
り
寺
領
50
石
を
寄
付
。
領
内
曹
洞
宗
触
頭
。

◆
香
正
寺
（
日
蓮
宗
）
福
岡
薬
院
川
端
／
寛
永
９
年
創
建
。

開
山
は
文
禄
・
慶
長
の
役
で
捕
虜
と
な
っ
た
日
延
。

◆
大
乗
寺
（
律
宗
↓
浄
土
宗
↓
真
言
宗
）
博
多
大
乗
寺
前
町

／
西
大
寺
の
末
寺
で
亀
山
上
皇
の
勅
願
寺
。
永
禄
８
年
に
浄

土
宗
、正
保
元
（
１
６
４
４
）
年
に
忠
之
が
真
言
宗
に
改
め
、

東
照
権
現
の
神
像
を
安
置
し
、
寺
領
１
０
０
石
を
寄
付
。

◆
妙
音
寺
（
天
台
宗
）
博
多
蔵
本
番
／
天
正
年
中
兵
火
で
荒

廃
し
尼
寺
と
な
る
。
忠
之
が
再
興
。
承
応
２
（
１
６
５
３
）

年
に
寺
領
40
石
を
寄
付
。本
尊
は
唐
土
渡
来
と
い
う
正
観
音
。

◆
東
長
寺
（
真
言
宗
）
博
多
小
山
町
／
寺
伝
で
は
大
同
元
（
８

０
６
）
年
、
唐
か
ら
帰
国
し
た
空
海
が
建
立
。
初
め
浜
手
の

行
町
に
あ
り
。
元
弘
頃
（
１
３
３
１
ー
３
４
）
兵
火
で
焼
失

し
志
摩
郡
志
登
村
に
移
転
。
３
年
後
再
興
。
近
世
に
廃
退
す

る
も
忠
之
が
再
興
し
慶
安
元
（
１
６
４
８
）
年
に
寺
領
１
０

０
石
寄
付
（
の
ち
３
０
０
石
に
加
増
）。
二
代
忠
之
、
三
代

光
之
、
八
代
治
高
の
墓
所
有
り
。

◆
安
養
院
（
浄
土
宗
）
薬
院
↓
那
珂
郡
庄
村
／
開
山
の
心
誉

は
朝
鮮
国
全
羅
道
安
養
院
の
住
持
。
文
禄
の
役
で
黒
田
長
政

の
家
臣
池
田
九
郎
兵
衛
に
捕
ら
え
ら
れ
還
俗
を
勧
め
ら
れ
る

も
固
辞
し
、
後
、
薬
院
で
草
庵
を
結
ぶ
。
承
応
２
年
、
二
代

忠
之
に
よ
り
庄
村
へ
移
転
。　

※

他
に
東
照
宮
の
創
建
な
ど

お
わ
り
に
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魚町辻

石堂口門

辻堂口門
東取入口門

数馬門
薬院門

赤坂門

黒門

福岡城下の主要な施設と屋敷

古
写
真
で
み
る

福
岡
城
下
の
橋
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